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●主な内容
・コミュニティバスの愛称募集

・廃乾電池ポストの設置　など

平成19年　水無月
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つくばみらい広
報

★市内一斉清掃へのご協力、ありがとうございました。
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つくばみらい市コミュニティバス愛称募集

　コミュニティバス（市内循環バス）を本年９月から運行開始する予定です。

　コミュニティバスが市民の皆さんに親しまれ、多くの方々にご利用いただけますよう、バスの名称

（愛称）を募集します。

 ○運行するコース　　つくばエクスプレス「みらい平駅」を中心に４コースを設定

 ○運　　行　　日  　日曜日及び年末年始を除く週６日

 ○１回の利用運賃  　大人１００円  子供50円（未就学児無料）

 ○利用対象者     　　 どなたでもご利用いただけます

コミュニティバスの概要　

【要　　件】　  ①幅広い世代から親しみのもたれるもの

　　　　　　　②第三者の著作権・商標権を侵害しないもの

　　　　　　　③応募作品は自作、未発表のもの

【応募方法】　  ①バスの愛称とその理由、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号を記入し、

　　　　　　　    官製はがき・ＦＡＸ又はＥメールなどでご応募をお願いします。

【応募資格】　  どなたでも応募できます。

【応募点数】　  制限はありません。

 　　　　　 　 ※愛称の扱いは、著作など等採用された名称の使用に関する諸権利は、つくばみらい市　

　　　　　　　　に帰属します。

【応募期間】     ７月10日㈫まで（消印有効）

【選考・発表】名称は審査の上、決定次第その結果を広報つくばみらいなどで発表します。

　　　　　　　採用作品には、記念品を贈呈します。

【宛先及び問い合わせ先】
　 　〒３００- ２３９５　茨城県つくばみらい市福田１９５番地

　　　　　　　　　　　　つくばみらい市役所　企画政策課

 　　　　　　　　　　　　「コミュニティバス愛称募集」係

　　　電　話０２９７‐58‐２１１１ （内線１２４１）

　　　ＦＡＸ0 ２９７‐58－５６１１

　　　Ｅメールアドレス：kikaku01@city.tsukubamirai.lg.jp

※イメージ画像です。

No 施　　設　　名
１ 谷和原庁舎
２ 谷和原保健福祉センター
３ 谷和原公民館
４ 谷原小学校
５ 十和小学校
６ 福岡小学校
７ 小絹小学校
８ 谷和原中学校
９ 小絹中学校
10 小絹コミュニティセンター
11 高齢者センター
12 谷和原郵便局
13 小絹郵便局
14 福岡郵便局
15 茨城みなみ農協谷和原支店
16 茨城みなみ農協十和支店
17 カスミ　小絹店

No 施　　設　　名
１ 伊奈庁舎
２ 伊奈保健センター
３ きらくやまふれあいの丘
４ 図書館
５ 伊奈公民館
６ 総合運動公園体育館
７ 小張小学校
８ 豊小学校
９ 谷井田小学校
10 三島小学校
11 板橋小学校
12 東小学校
13 伊奈中学校
14 伊奈東中学校
15 谷井田コミュニティセンター
16 伊奈郵便局
17 谷井田郵便局

　乾電池は水銀を含むため、使用後適切に処分しないと、水銀による環境汚染の心配がありますので、絶対に燃えないゴミな

どに混入しないようにしてください。

　伊奈地区においては、すでに市内公共施設、事業所の拠点回収を実施しているところですが、谷和原地区においては現在、
各集積所に設置した「廃乾電池ボックス」により回収を行っています。

　今後は、谷和原地区においても市内公共施設・事業所などの拠点に「廃乾電池ポスト」を設置し、回収する方法へと移
行することになりました。

　そこで、小中学校・郵便局・事業所などのご協力により、4月中に谷和原地区（17箇所）にも設置しましたので、ご利
用ください。

　ポストに入れるのは、廃乾電池と水銀製の体温計だけです。ボタン電池や充電池は、これまでどおり販売
店で引き取ってもらってください。

　ポストの大きさは、約・高さ75cm　幅27cm　奥行40cmで、お店などの入り口の近くに設置してあります。
　なお、集積所の廃乾電池ボックスについては、当分の間そのままお使いいただけますが、ポストでの回収が定着次第撤去す

る予定です。

廃乾電池は有害ゴミです
適切に処分してください

谷和原地区 伊奈地区

18 茨城みなみ農協本店
19 茨城みなみ農協板橋支店
20 板橋みなみ農協伊奈中央支店
21 常陽銀行伊奈支店
22 茨城県信用組合伊奈支店
23 関東つくば銀行伊奈支店
24 茨城銀行伊奈支店
25 カスミ　谷井田店
26 カスミ　みらい平店
27 とりせん　みらい平店

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課
　☎ 58 - 2111 （内線1121）
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厳
し
い
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
台
所

事
情
で
す
が
、「
活
力
に
満
ち
た　

う

る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
を
目

指
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
生
活
環

境
の
整
備
、
教
育
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
、
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
な

ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
当
然
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
事
業
を
行
う
に

当
た
っ
て
、
市
税
は
貴
重
な
収
入
財

源
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　

茨
城
県
で
は
、「
大
多
数
の
方
は
き

ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
。
税
の
公
平

性
確
保
を
最
優
先
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。」
と
判
断
し
、
県
税
滞
納
者
に

対
す
る
財
産
の
差
し
押
え
を
積
極
化

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
預
貯
金
な
ど

の
差
し
押
え
は
前
年
度
の
三
倍
強
の

ペ
ー
ス
で
執
行
し
て
い
ま
す
。

差し押え物件 件　　数
不　動　産 １２８件
給　　　与      ９７件
預　　　金 ２１６件
そ　の　他 １７３件

合　　　　計 ６１４件

平成18年度差し押え実績

■
■
滞
納
整
理　

強
化
！
■
■

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
お
い
て
も
、

納
税
の
公
平
性
と
貴
重
な
財
源
確
保

か
ら
、
税
務
課
内
に
収
納
対
策
室
を

設
置
し
、
滞
納
整
理
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
催
告
書
の
指
定

期
日
ま
で
に
何
の
連
絡
も
な
く
放
置

さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
自
主
的
な

納
入
が
な
い
と
判
断
し
、
茨
城
租
税

債
権
管
理
機
構
（
※
）
へ
の
移
管
や

財
産
の
差
し
押
え
等
の
滞
納
処
分
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
不
動
産
の
差
し
押
え
】

登
記
簿
に
記
載
し
財
産
を
処
分
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
、
将
来
の
競
売
な

ど
に
よ
っ
て
換
金
で
き
る
状
態
に
し

ま
す
。

【
給
与
の
差
し
押
え
】

勤
務
先
に
給
与
の
支
払
い
な
ど
の
照

会
を
行
い
差
し
押
え
た
後
、
雇
用
主

か
ら
徴
収
し
ま
す
。

【
預
金
の
差
し
押
え
】

原
則
と
し
て
即
時
徴
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
引
き
出
し
や
自
動
振
替
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

生
命
保
険
・
国
税
還
付
金
・
自
動
車

税
還
付
金
な
ど
の
差
し
押
え
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は
…

　

茨
城
県
内
市
町
村
か
ら
滞
納
事
案

の
委
託
を
受
け
、
差
し
押
え
・
競
売

な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
り
滞
納
者
の

財
産
を
換
価
し
、
税
金
の
徴
収
を
専

門
的
に
行
う
一
部
事
務
組
合
（
特
別

地
方
公
共
団
体
）
で
す
。

　

市
民
の
ほ
と
ん
ど
の
皆
様
に
は
期

限
内
に
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
方
は

早
急
に
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、

納
税
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
伊
奈
庁
舎
税
務
課
収
納
対
策

室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市税の納付は便利で確実な
『口座振替』をお勧めします。
 　

口座振替にすると、出掛ける手間が省け、

納付忘れを心配する必要がありません。

住民税が変わります。
平成19年から

●平成１９年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。     
    

・税源移譲とは？ 

 　地方団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとってより身近で、よりよい行政サービスを受けられるよう、国（所得税）

　から地方（住民税）へ税源（約３兆円）を振り替えることが税源移譲です。

　　　　税源移譲にともなって、次のような改正が行われます。

①税率構造の改正

②人的控除額の差に基づく負担増の減額措置（調整控除）

税源移譲の他にも、次のような改正があります。

③定率減税の廃止

④65歳以上の者に対する非課税措置の廃止

●住民税所得割の税率が10％に統一されます。

　住民税所得割の税率は、従来３段階の超過累進構造になっていました。これを所得の多い少ないに関わらず一律の10％の
　比例税率構造に変えることになりました。

　※この改正は、平成19年６月徴収分から適用されます。

●税源移譲によって住民税が増えても、所得税が減るため、納税者の負担は変わりません。

　住民税所得割の10％比例税率化に伴い、国が集める国税（所得税）の税率構造も見直されます。住民税については最低税

　率が５％→10％に引き上げ、最高税率が13％→10％に引き下げとなっていますが、所得税は逆に最低税率が10％→５％に

　引き下げ、最高税率が37％→40％に引き上げとなります。また、人的控除の差に対応した減額措置なども講じられます。

　これらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋所得税」の納税者の負担は変わりません。

課税所得 330

万円

900

万円

1,800

 万円

10％

20％

30％

37％

課税所得 330

万円
900

万円

1,800

 万円

10％

20％

33％

40％

195

万円

695

万円

５％

23％

４段階 ６段階

平成19年１月分から

⇒

課税所得 200

万円

700

万円

５％

10％

13％

10％

（市民税６％、県民税４％）

３段階 一律10％

平成19年６月分から

⇒

変更前 変更後

変更前 変更後

所得税率

住民税所得割税率

●課税所得・・・課税所得とは、収入から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除などの

　　　　　　　　諸控除を差し引いた残りの金額です。これに税率をかけたものが税額になります。

※詳しくは、広報つくばみらい５月号に掲載しています。もしくは、伊奈庁舎税務課にお問い合わせください。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111

（内線1132 ～ 1134）

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課収納対策室
　☎ 58 - 2111 （内線1140 ～ 1144）
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投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
お
い
て
投
票
で

き
る
方
は
、次
の
す
べ
て
に
該
当
し
、

当
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

○
投
票
日
翌
日
ま
で
に
満
20
歳
の
誕

　

生
日
を
迎
え
る
方

○
公
示
日
３
か
月
前
ま
で
に
つ
く

　

ば
み
ら
い
市
に
転
入
届
出
を
し
て
、 

　

現
在
引
き
続
き
３
か
月
以
上
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
方

第21回参議院議員通常選挙
～この一票が創る あの街　この街　明日の街～

　投票日に、仕事・旅行などの予定がある方は、期日前投票が
できます。

　■受付期間　　公示日翌日から投票日前日まで
　■時　　間　　午前８時30分～午後８時まで　
　■場　　所　　市役所伊奈庁舎１階ロビー
　　　　　　　　市役所谷和原庁舎１階相談室

期日前投票制度

投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
み
な
さ
ん

の
お
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
を
持
参

し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
入
場
券
は
、
２
人
分
の
入
場
券

を
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
投
票
の
際
に
は
ご
自
分
の
分
を

切
り
取
っ
て
投
票
所
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

　市外に滞在・旅行中の方は、滞在・旅行先の市区町村の選挙
管理委員会で不在者投票ができますので、お早めに市選挙管理
委員会に請求してください。投票用紙は滞在先へ郵送します。
　また、県選挙管理委員会の指定した病院や老人ホームなどの
施設に入院・入所している方は、そこで不在者投票を行うこと
ができますので、病院・施設に申し出てください。

不在者投票制度

○期日前投票ができる人

○不在者投票ができる人

◆
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
伊
奈
庁
舎
総
務
課
内
）

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
２
１
５
）

平成18年度　情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　市では、市民の知る権利を保障するとともに、開かれた市政の推進を図るため、つくばみらい市情報公開条例に基づく情報

公開制度を実施しています。同時に、基本的人権を守るため、市が保有している個人情報を保護するとともに、自己の個人情

報を開示することを保障するつくばみらい市個人情報保護条例も制定しています。

　この２つの条例の運用について、平成18年度の実施状況を公表します。

○情報公開制度

◆決定状況　

　つくばみらい市情報公開条例に基づく、公開請求に関する決定状況は下表のとおりです。

　公開請求件数17件のうち、公開・部分公開を決定したものが16件、非公開が１件という状況でした。

公開請求の処理結果 公　開 部分公開 非公開 合　計
件　　数 11 ５ １ 17

◆請求先の内訳
　公開請求先は次のとおりです。

　17件すべてが市長部局あてで、秘書広聴課１件、総務課７件、財政課２件、市民窓口課１件、社会福祉課１件、都市計画課１件、

建設課４件という状況でした。

○個人情報保護制度

　18年度における個人情報の開示請求はありませんでした。　　

選挙は、皆さんが政治に参加するための大切な機会です。必ず投票しましょう。

投
票
日

　

７
月
22      
日
㈰（
予
定
）

　

投
票
日
に
関
し
て
は
、
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
送
さ
れ

る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公
示
日

　

７
月
５
日
㈭（
予
定
）

投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

「
目
指
せ
！
投
票
率
ア
ッ
プ
・

ピ
ッ
タ
リ
大
作
戦
」

　

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
け
る
茨
城
県
の
投
票
率
を
ピ
ッ
タ

リ
当
て
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
20

名
に
「
茨
城
の
名
産
品
セ
ッ
ト
（
常

陸
牛
、
メ
ロ
ン
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
詰

め
合
わ
せ
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
県
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
４
６
２

U
RL  http://w

w
w

.pref.
ibaraki.jp/senkan

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎総務課
　☎ 58 - 2111 （内線1214）

母
子
・
父
子
・
重
度
障
害
者
・
六
十
五
歳
以
上
重
度
障
害
者

医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
一
斉
更
新
の
お
知
ら
せ

 　　

平
成
19
年
６
月
30
日
で
、
現
在
使
用
し
て
い
る
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
が
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
平
成
19
年
７
月
か
ら
の
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
は
、
６
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
19
年
度
の
所
得
が
わ
か
ら
な
い
方
や
、
19
年
度
未
申
告
の
方
に
つ
い
て
は
、
所
得

の
確
認
が
と
れ
な
い
と
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
の
確
認
が
と
れ
な
い

方
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
文
を
郵
送
し
ま
す
。
マ
ル
福
担
当
者
が
所
得
を
確
認
次
第
、
医
療
福
祉

費
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

市
と
の
請
負
契
約
は
辞
退
し
ま
す
！

　

政
治
倫
理
条
例
で
は
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
及
び
市
議
会
議
員
本
人
や
そ
の
配
偶
者
、

一
親
等
又
は
同
居
の
親
族
が
経
営
す
る
企
業
に
つ
い
て
、
市
が
行
う
工
事
の
請
負
契
約
、
業
務

委
託
契
約
及
び
物
品
納
入
契
約
の
辞
退
届
を
提
出
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

辞
退
届
を
提
出
し
た
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
１
８
４
、１
１
８
７
）

　
　
　

飯い
い　

島じ
ま　
　
　

善ぜ
ん　
　

市
長

　
　
　

冨と
み　

山や
ま　
　

和か
ず　

夫お　

議
員

　
　
　

野の　

田だ　
　

正ま
さ　

男お　

議
員

　
　
　

倉く
ら　

持も
ち　

　

悦よ
し　

典の
り　

議
員

　
　
　

福ふ
く　

嶋し
ま　
　

克か
つ　

良よ
し　

議
員

　
　
　

鴻
こ
う
の　

巣す　
　

早さ　

苗な
え　

議
員

　
　
　

岡お
か　

田だ　
　

伊よ
し　

生お　

議
員

　
　
　

廣ひ
ろ　

瀬せ　
　
　

満
み
つ
る　
　

議
員

　
　
　

神か
ん　

立だ
つ　
　

精せ
い　

之じ　

議
員

　
　
　

海え

老び

原は
ら　
　
　

弘
ひ
ろ
し　
　

議
員

　
　
　

細ほ
そ　

田だ　
　

忠た
だ　

夫お　

議
員
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〈小張〉　小張小学校

〈豊〉　豊小学校〈三島〉　三島小学校〈板橋第３〉　伊奈第４保育所

〈谷井田第３〉　上谷井田公民館〈板橋第２〉　わかくさ幼稚園

〈谷井田第２〉　茨城南部農業共済組合〈板橋第１〉　板橋小学校

〈東〉　東小学校 〈谷井田第１〉　谷井田小学校

中
通
川

下島公民館

三島小三島小

至 福原

小
張
小
学
校

小
張
小
学
校

小張クリニック

カスミ

ＴＸみらい平駅

主要地方道野田・牛久線

カスミ

至 市役所伊奈庁舎

常陽銀行

谷井田小谷井田小

至 谷井田

至 

狸
渕

至 

下
平
柳

間宮林蔵
記念館

茨城南部
農業共済組合

郵
便
局

農
業
協
同
組
合

上谷井田
公民館
上谷井田
公民館

コスモス

至 

取
手

至 

市
役
所
伊
奈
庁
舎

東小
千手院

至 

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

主要地方道野田・牛久線

板橋小学校
板橋不動院

わかくさ
幼稚園

伊奈
郵便局

主要地方道野田・牛久線

県
道
高
岡
・
藤
代
線

至 ワープステー
　　　　ション江戸

至 谷田部ＩＣ

サンクス

至 谷田部ＩＣ

狸穴団地

伊奈第４
　保育所

狸穴みどり
団地

至 市役所伊奈庁舎

至 旧谷和原村

豊小 ローソン

至 

守
谷
市

※〈投票区〉　投票所

投
票
所
一
覧

〈十和第１〉　谷和原公民館十和分館

〈小絹第３〉　古箸営農研修センター

〈十和第２〉　真木新農村集落センター

〈谷原第１〉　谷和原保健福祉センター

〈谷原第２〉　下小目公民館

〈福岡〉　谷和原公民館福岡分館

〈小絹第１〉　小絹コミュニティセンター

〈谷原第３〉　谷和原公民館谷原分館

〈小絹第２〉　絹の台集会所

県
道
水
海
道
・
取
手
線 中島商店

谷和原公民館
　十和分館
谷和原公民館
　十和分館

十和小

中
通
川

真木ライスセンター

真木新農村
集落センター
真木新農村
集落センター

至 日川

主要地方道つくば・野田線

小絹コミュニティ
　　　　　センター

カスミ

吉
野
家

国
道
２
９
４
号

マルヤ

国道 294 号

小絹駅

ふれあい
センター

絹の台
集会所
絹の台
集会所

※

車
で
お
越
し
の
方
は
�

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�
の

　

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
�

丸井加工（株）

至 小絹駅

至 守谷市
（ＴＸ総合基地方面）

古
箸
営
農

研
修
セ
ン
タ
�

古
箸
営
農

研
修
セ
ン
タ
�

市
役
所
谷
和
原
庁
舎

谷和原保健
福祉センター
谷和原保健
福祉センター

谷和原
公民館

谷原小

谷和原中 ぬくもり荘

郵
便
局

主要地方道つくば・野田線

コスモス

河内屋商店

下小目公民館

谷原大橋

小
貝
川

Ｔ
Ｘ
み
ら
い
平
駅

谷和原公民館
谷原分館
谷和原公民館
谷原分館
※坂道の途中に入口があり
　ます。わかりづらいので
　ご注意ください。

至 

市
役
所

　
　

谷
和
原
庁
舎

至 

つ
く
ば
市

光明院

へアーサロン
　コウヅマ

とりせん

国道 354 号

福岡郵便局

谷和原公民館
　福岡分館
谷和原公民館
　福岡分館

ミニストップ

みらい平地区の投票区は次のとおりです。
投票区名 該当する地区 投票場所

小 張 投 票 区
陽光台２丁目・３丁目
紫峰ヶ丘４丁目・５丁目

小張小学校

谷原第３投票区
陽光台１丁目・４丁目
紫峰ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目
富士見ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目・４丁目

谷和原公民館谷原分館



�0－広報つくばみらい６月号（No.�5）－�� －平成�9年６月2�日発行－

　

旭
日
双
光
章

　
　

岡お
か

田だ　

平
た
い
ら

氏（
谷
口
）
元
伊
奈
町
議
会
議
員　

74
歳

　

岡
田
氏
は
、
昭
和
42
年
か
ら
平
成

11
年
ま
で
の
間
７
期
28
年
の
長
期
に

わ
た
り
、
旧
伊
奈
村
議
員
・
町
議
員

を
在
職
し
、
村
・
町
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
算
21
年
に

わ
た
っ
て
農
業
委
員
を
務
め
、
農
業

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　
「
人
生
の
大
半
を
地
方
自
治
に
注
ぎ
込
ん
で
き
ま
し
た
。
自
分
を
支
え

て
く
れ
た
人
達
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
こ
と
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
今
回
の
授
章
を
あ
り
が
た
く
お
受
け
い
た
し
ま
す
。」

春
の
叙
勲
受
章　

受
章
者
の
声　

　

旭
日
単
光
章

　
　

大お
お

橋は
し　

勘か
ん

二じ

氏（
小
張
）
現
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
綱
火
」

　
　

保
護
団
体
小
張
松
下
流
綱
火
保
存
会
家
元　

71
歳

　
　

　

大
橋
氏
は
、
小
張
松
下
流
綱
火
家

元
と
し
て
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
保
護
・
伝
承
・
公
開
に
努
め
、

ま
た
、
地
元
の
小
学
校
と
協
力
し
、

子
供
綱
火
保
存
会
を
結
成
し
、
そ
の

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
受
章
者
の
声

　
「
今
回
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
精
進
し
、
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
綱
火
の
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
皆
様
と
共
に
、
保
存
・
伝
承
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

野の

本も
と　

壽ひ
ろ

一か
ず

氏（
小
絹
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
監　

65
歳

　

野
本
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
学

校
に
入
学
後
、
荒
川
消
防
署
、
葛
飾

区
本
田
消
防
署
、
滝
野
川
消
防
署
、

第
７
方
面
本
部
、
千
住
消
防
署
、
金

町
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
平
成
14
年

３
月
末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
長
年

に
渡
っ
て
、
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

●
受
章
者
の
声

　
「
こ
れ
ま
で
は
消
防
活
動
と
防
災
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
小
絹
自
治
会
の
役
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
培
っ
た
経

験
を
地
域
の
発
展
と
貢
献
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
章
者
の
声

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

飯い
い

田だ　

春は
る

男お

氏（
山
王
新
田
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

66
歳

　

飯
田
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
学

校
に
入
学
、
そ
の
後
本
田
消
防
署
、

深
川
消
防
署
、
本
郷
消
防
署
、
日
本

橋
消
防
署
、
本
所
消
防
署
、
滝
野
川

消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
平
成
13
年
３

月
末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
長
年
に

渡
っ
て
、職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　
「
こ
の
度
の
受
章
は
、
驚
き
と
嬉
し
さ
が
一
緒
の
状
態
で
す
。
職
場
の

上
司
、
先
輩
、
同
僚
か
ら
消
防
の
心
と
人
間
性
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
今

の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
あ
る
の
も
家
族
の
支
え
、
特

に
妻
の
心
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
と
の
絆
を

大
切
に
し
、
日
々
穏
や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇

　
「
夏
雲
あ
が
れ
」

　

☆
出
演　

石い
し

垣が
き

佑ゆ
う

磨ま 

、
安あ

倍べ

な
つ

　

み
、
ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
４
月
12
日
、
13
日
、

　

15
日
、
16
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸
、
市
内
平
沼

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
延
べ
49

　

人
○
放
送
日

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
８
時
～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

　

放
送
中
で
す
。　

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇

　
「
陽
炎
の
辻
～
居
眠
り
磐

　

音 

江
戸
双
紙
～
」

　

☆
出
演　

 

山や
ま

本も
と

耕こ
う

史じ

、
中な
か

越ご
し

典の
り　

　

子こ

、　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
５
月
２
日
～
７
日
、

　

11
日
～
14
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
劇

　
「
風
の
果
て
」

　

☆
出
演　

佐さ

藤と
う

浩こ
う

市い
ち
ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
５
月
21
日
、　

22
日
、

　

23
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
延
べ
62

　

人
○
放
送
日

　

10
月
放
送
予
定
で
す
。

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
エ
キ

ス
ト
ラ
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
延
べ　

　

１
６
２
人

○
放
送
日

　

7
月
放
送
予
定
で
す
。

▶
撮
影
の
様
子
（
４
月
13
日
）

▼本番に備えて念入りな打ち合わせ ▼休憩入りま～す　ロケ弁がおいしそうですね

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
だ
よ
り◆問い合わせ先

　谷和原庁舎産業政策課
　☎ 58 - 2111（内線8144）
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み
ら
い
平
地
区
で
市
主
催
の

「
小
張
市
民
農
園
栽
培
講
習
会
」

と
県
主
催
の
「
野
菜
作
り
体
験
イ

ベ
ン
ト
in
み
ら
い
平
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
山や
ま

口ぐ
ち

進し
ん

司じ

さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
な
す
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
苗
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
合

わ
せ
て
70
組
を
超
え
る
た
く
さ
ん

の
参
加
者
が
作
付
け
な
ど
の
農
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
さ
れ
た
方
は
収
穫
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

野
菜
作
り
を
体
験
し
ま
し
た

▶
小
張
市
民
農
園
講
習
会

▶
野
菜
作
り
体
験
イ
ベ
ン
ト

　

in
み
ら
い
平

江戸まつりを開催
　５月３日、４日、５日、ワープステーション江戸を会

場にして、「ゴールデンウィークプレ江戸まつり」が開催

されました。

　野菜・たけのこの直売や乗馬体験などのイベントが行

われました。まつり期間中は、天候にも恵まれ、市内・

市外から、４千人を超えるお客さんで賑わいました。

人権の花運動
　人権の花運動とは、児童が協力し合って花を育ててい

く中で、自分を大切にし、友だちを思いやる心と優しさ

を体得させることを目的とした運動です。　

　茨城県人権啓発活動ネットワーク協議会から谷原小学

校に、花の種（マリーゴールド、サルビア、パンジー）

などが配布されました。

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン　

苗
木
の
寄
贈

　

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
か
ら
、
市
へ
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
苗
木
約
40
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
社
は「
人
の
心
に
緑
の
憩
い
を
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
各
地
で
環
境
緑
化
の
た
め
の
公
共
的

な
植
樹「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

苗
木
は
、
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
の
街
区
公

園
５
ヵ
所
に
植
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

善
意
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
、
市
内
の
全
小
学
校
の
代
表
が
参

加
す
る
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
　

　

競
技
は
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
１
０
０

メ
ー
ト
ル
走
、
１
千
メ
ー
ト
ル
走
、
走
り
高
跳

び
、
走
り
幅
跳
び
、
ボ
ー
ル
ス
ロ
ー
な
ど
で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
小
絹
小
学
校
は
、
児
童
の
他

に
も
、
父
兄
の
方
や
応
援
す
る
人
た
ち
で
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

小
学
校
陸
上
記
録
会

小
学
生
が
田
植
え
体
験
学
習

　

５
月
22
日
、
伊
奈
地
区
の
小
学
校
６
年
生
が

合
同
で
、
毎
年
恒
例
の
田
植
え
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
教
育
委
員
会
の
体
験
事
業
の
一
環

で
、
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
農
地
の
果
た
す
役

割
や
共
に
働
く
こ
と
の
喜
び
、
食
物
の
大
切
さ

な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

市
長
、
教
育
長
も
児
童
達
と
一
緒
に
田
ん
ぼ

に
入
り
、
田
植
え
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
植
え
た
の
は
「
ゆ
め
ひ
た
ち
」
と
い

う
品
種
で
、
サ
サ
ニ
シ
キ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
並

ぶ
県
内
で
も
代
表
的
な
お
米
で
す
。児
童
達
は
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
、
手
際
よ
く
、
一

生
懸
命
に
稲
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）
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市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

●期日　４月30日

●会場　利根中学校体育館

●結果　優　勝　谷和原中学校　女子バレーボール部

　　　　最優秀選手賞　　古
ふる

谷
や

　怜
さと

美
み

　　　　優秀選手賞　　　飯
いい

泉
ずみ

　佑
ゆ

香
か

　　　　　（敬称略）

　☆北相馬・取手地区近隣の16チームが参加した大会です。

第37回　豊島杯・バレーボールの部

交通安全のイベントを開催！
■交通安全キャンペーン
　５月11日、交通安全キャンペーンが伊奈高校前と谷和原

庁舎前の２箇所で実施されました。

　参加者は、伊奈高校生、市関係者など合わせて88人。

　伊奈高校生が主体となり、朝の通勤中のドライバーに啓発

物品を配り、交通安全をアピールしました。

　交通事故の原因は、わき見運転、スピードの出しすぎ、飲

酒運転など様々です。

　けれども、一人ひとりが交通ルールを守っていけば、交通

事故は減らせます。交通事故に気をつけましょう。

■高齢者セミナー（交通安全・生活安全合同講習会）が開催されました
　５月12日、常総地区交通安全協会谷原分会・常総地区防犯協会谷原分会の

主催により、谷原地区の高齢者を対象にセミナーが開催され、約60名の方々

が参加されました。

　歩行教育システムによる道路横断の模擬体験や、交通安全・防犯の講話とビ

デオ上映がありました。

　道路横断の模擬体験では、車が走行している道路が、歩行者の目線で大型ス

クリーンに映し出され、スクリーンの前をまたぐ形で、道路に見立てたシート

が敷かれました。参加者には、スクリーンを見ながら車が来ないことを確認し

てシート上を歩くという、実地に近い方法で、道路横断の注意点を学んでいた

だきました。また、腹話術人形ケンちゃんを交えた交通安全のお話では、その

おもしろおかしさに、皆さんの顔がほころんでいました。防犯については、高

齢者を狙っての詐欺事件が横行しているのを反映して、悪質商法などの説明・

対策に重点が置かれていました。

●期日　４月28日、29日
●場所　小絹小学校グランド
●結果　優勝　豊ナインズ

ライオンズ杯少年野球大会

●期日　４月26日
●結果　男子の部　優　勝　豊

とよ

田
た

晴
はる

吉
きち

　
　　　　　　　　　準優勝　中

なか

山
やま

　耕
こう

　　　　　　　　　第３位　大
おお

古
こ

忠
ただ

男
お

　　　　女子の部　優　勝　三
み

浦
うら

千
ち

良
よし

　　　　　　　　　準優勝　大
おお

古
こ

と
と

き
き

子
こ

　　　　　　　　　第３位　結
ゆう

城
き

ミ
み

チ
ち

子
こ

第2回つくばみらい市
　　　グラウンド・ ゴルフクラブ大会

●期日　３月25日
●場所　牛久市体育館
●結果　（敬称略）
　小学３年生の部　　　優　勝　大

おお

山
やま

　真
しん

弥
や

（２列目中）
　　　　　　　　　　　第３位　土

つち

屋
や

　　翔
しょう

（２列目右１番目）
　小学４年生の部　　　優　勝　藤

ふじ

岡
おか

野
の

々
の

花
か

（１列目左１番目）
　小学５年生の部　　　優　勝　佐

さ

藤
とう

　祥
しょうへい

平（２列目左２番目）
　団体戦　低学年の部
　　　　　　　　　　　第３位　大

おお

山
やま

　真
しん

弥
や

　　　　　　　　　　　　　　　土
つち

屋
や

　　翔
しょう

　　　　　　　　　　　　　　　佐
さ

藤
とう

　瑠
りゅうせい

晟（１列目左２番目）
　　　　　　　　　　　　　　　八

や　まき

巻　俊
とし　のり

則（１列目右２番目）
　　　　　　　　　　　　　　　八

や　まき

巻　翔
しょう　た

太（１列目中）

牛久市スポーツフェスティバル（柔道）

（敬称略）
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市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
内
及
び
近
隣
中
学
校
49
校
参

加
の
も
と
、
１
３
７
チ
ー
ム
１
千
４
９
０
人
の
中

学
生
が
笑
顔
で
、
元
気
良
く
、
正
々
堂
々
、
最
後

ま
で
、
全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

●
期
日

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
　
　

４
月
28
日
・
29
日

　

卓　
　
　
　

球　
　
　

４
月
30
日

　

野　
　
　
　

球　
　
　

５
月
５
日
・
12
日

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　
　

５
月
19
日
・
20
日

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

５
月
19
日
・
20
日

つ
く
ば
み
ら
い
市

近
隣
中
学
校
球
技
大
会 ①小絹中学校女子卓球部

②小絹中学校野球部④伊奈中学校男子ソフトテニス部

③伊奈中学校男子バスケットボール⑤小絹中学校男子卓球部

●
結
果

　

卓
球
女
子
の
部

　
　
　

優
勝　
　

小
絹
中
学
校
Ａ
（
写
真
①
）

⑨谷和原中学校男子バレーボール部

⑩谷和原中学校男子バスケットボール部

⑥谷和原中学校女子バレーボール部

⑦谷和原中学校女子バスケットボール部

今回入賞された部の皆さん、
おめでとうございます！
また残念にも入賞を逃した部も、
次回はがんばってください！

　

野
球
の
部　

　
　
　

優
勝　
　

小
絹
中
学
校
（
写
真
②
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の
部

　
　
　

優
勝　
　

伊
奈
中
学
校
（
写
真
③
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
の
部

　
　
　

準
優
勝　
　

伊
奈
中
学
校
（
写
真
④
）

　

卓
球
男
子
の
部

　
　
　

準
優
勝　
　

小
絹
中
学
校
Ａ
（
写
真
⑤
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

　
　
　

準
優
勝　
　

谷
和
原
中
学
校
（
写
真
⑥
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
部

　
　
　

準
優
勝　
　

谷
和
原
中
学
校
（
写
真
⑦
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
の
部

　
　
　

第
３
位　
　

伊
奈
中
学
校
（
写
真
⑧
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部

　
　
　

第
３
位　
　

谷
和
原
中
学
校
（
写
真
⑨
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の
部

　
　
　

第
３
位　
　

谷
和
原
中
学
校
（
写
真
⑩
）⑧伊奈中学校女子ソフトテニス部
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募

集

し

ま

す

市民窓口課は月曜日ならびに正午～午後１時までの時間帯が混雑します。他の曜日などをおすすめします。

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

『バラまつり』～７月１日㈰・『アジサイまつり』６月23日㈯～７月８日㈰　開催　茨城県フラワーパーク

新
規
採
用
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
新
規
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
＝
事
務
職
員(

障
害
者
を
含

　

む)

▼
募
集
人
員
＝
５
人
程
度

▼
受
験
資
格

・
高
校
卒
程
度
＝
昭
和
61
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

・
短
大
卒
程
度
＝
昭
和
59
年
４
月
２

　

日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

・
大
卒
程
度
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

▼
職
種
＝
保
健
師

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
受
験
資
格
（
保
健
師
有
資
格
者
・

　

資
格
取
得
見
込
者
も
含
む
）

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
７
月

　

31
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
試
験
日
・
会
場

・
９
月
16
日
㈰
＝
茨
城
大
学

・
９
月
18
日
㈫
＝
市
役
所

　
　
　

伊
奈
庁
舎
人
事
課

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
２
２
０
～
１
２
２
２
）

問
申

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

　

員
▼
職
務
内
容
＝
留
守
家
庭
の
小
学
校

　

低
学
年
生
を
対
象
と
し
た
遊
び
を

申
問

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
持

　

ち
家
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
で
き

臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す

▼
職
種
＝
事
務
補
助
員

▼
職
務
内
容
＝
一
般
事
務
補
助
に
従

　

事
▼
募
集
人
員
＝
１
名
（
パ
ソ
コ
ン
の

　

で
き
る
方
、
草
刈
・
ご
み
拾
い
作

　

業
有
り
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
10
時
15
分
～
午

　

後
４
時
（
原
則
１
日
５
時
間
）

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
33
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
52
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

出
ま
れ
た
方

▼
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
７
月

　

31
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
試
験
日
＝
８
月
中
旬

▼
試
験
会
場
（
控
室
）
＝
谷
和
原
庁

　

舎
２
階　

第
３
会
議
室　
（
谷
和

　

原
庁
舎
２
階　

第
４
会
議
室
）

▼
雇
用
者
の
発
表
＝
８
月
下
旬

▼
雇
用
期
間
＝
10
月
～
平
成
20
年
３

　

月
▼
時
給
＝
８
４
０
円　

※
通
勤
手
当

　

別
途
支
給

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
１
）

問
申

　

中
心
と
す
る
保
育
活
動

▼
募
集
人
員
＝
２
名

▼
勤
務
日
＝
毎
週
月
曜
日
～
土
曜　

　

日
。
た
だ
し
、
次
の
日
は
休
業
と

　

な
り
ま
す
。

①
国
民
の
祝
日

②
夏
期
休
業
日
（
８
月
13
日
か
ら
16

　

日
ま
で
）

③
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
平
成

　

20
年
１
月
３
日
ま
で
）

▼
勤
務
時
間　

①
平
日　

放
課
後
～
午
後
７
時
頃

②
学
校
が
休
業
と
な
る
日　

午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
７
時
頃

　

※
交
代
勤
務

▼
勤
務
場
所
＝
小
絹
児
童
ク
ラ
ブ　

　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）、
豊
小

　

児
童
ク
ラ
ブ

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

出
ま
れ
た
方

▼
申
込
期
間
＝
６
月
28
日
㈭
～
７
月

　

５
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
試
験
＝
面
接
試
験

　

申
込
み
受
付
終
了
後
、
後
日
連
絡

　

し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間
＝
７
月
下
旬
～
平
成
20

　

年
３
月　
　
　
　
　
　

▼
時
給
＝
８
４
０
円
（
保
育
士
・
教

　

員
免
許
所
有
者
８
９
０
円
）
※
通

　

勤
手
当
あ
り

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
１
６
０
）

つ
く
ば
み
ら
い
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
開
催

～
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
力
を

　
　
　
　

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

市
で
は
、
成
人
式
の
企
画
、
運
営

を
し
て
い
た
だ
く
実
行
委
員
を
、
新

成
人
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
式
実
行
委
員
会
は
、
成
人
式

が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
数
回
の
会
合

を
行
い
、
成
人
式
の
あ
り
方
や
当
日

の
係
の
分
担
な
ど
を
決
め
て
自
ら
成

人
式
に
参
加
し
、
思
い
出
に
残
る
素

晴
ら
し
い
式
典
を
執
り
行
う
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
思
い
出
深
い
成
人
式
と
な
る

よ
う
に
、
あ
な
た
も
実
行
委
員
と
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日
か

　

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

　

成
人
式
に
参
加
さ
れ
る
方

▼
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切
＝
７
月
末
日

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
２
１
２
）

問
申

申
問

受験種目 ２等陸海空士（男子） ２等陸海空士（女子） 一般曹候補生 航空学生
受験資格 採用予定月の１日現在、18

歳以上27歳未満の男子

採用予定月の１日現在、

18歳以上27歳未満の女子

平成20年４月１日現在、

18歳以上27歳未満の者

平成20年４月１日現在、

18歳以上27歳未満の者
受　　付 年間を通じて行っています。８月１日㈬～９月７日㈮ ８月１日㈬～９月７日㈮ ８月１日㈬～９月７日㈮

試験期日 受付時にお知らせします。 ９月24日㈪、25日㈫

１次：９月17日㈪　

２次：10月５日㈮～

　　　12日㈮の間の１日

１次：９月22日㈯　

２ 次：10月13日 ㈯ ～ 18日 ㈭

　　　の間の１日　

３次：11月中旬～ 12月上旬の

　　　間に指定する日
場　　所 受付時にお知らせします。 別途各人に通知します。 受付時にお知らせします。別途各人に通知します。

自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す

　

下
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
龍
ヶ
崎
募
集
事
務
所

☎
０
２
９
７
︲
64
︲
３
３
５
１

問

　

ま
せ
ん
。）

②
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
方

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

　

親
族
が
あ
る
方

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

方
⑤
収
入
基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
（
基

　

準
額
月
額
20
万
円
以
下
）

⑥
そ
の
他
諸
条
件
あ
り

▼
募
集
戸
数
＝
２
戸　

▼
場
所
・
間
取
り
＝
秋
葉
山
住
宅（
狸

　

穴
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　

変
動

▼
募
集
期
限
＝
７
月
11
日
㈬

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
８
月
１
日
㈬

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
住
宅
に

　

困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方
を

　

選
考
し
決
定
し
ま
す
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
８
１
６
１
、８
１
６
２
））

※
県
営
住
宅
等
公
的
な
賃
貸
住
宅
情

　

報
窓
口

▼
県
営
住
宅
＝
㈶
茨
城
住
宅
管
理
協

　

会　

　

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
３
３
５
５

▼
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
（
公
社
管
理

　

分
）
＝
茨
城
県
住
宅
供
給
公
社　

　

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
３
９
０
３

▼
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
（
Ｊ
Ａ
管
理

　

分
）
＝
全
国
農
業
共
同
組
合
連
合

　

会
茨
城
県
本
部　

　

☎
０
２
９
‐
２
１
９
‐
１
１
１
８

映
像
コ
ン
ク
ー
ル
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
は
、
視
聴
覚
教
育
の
振
興
を
図
る

た
め
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ

お
よ
び
映
写
機
な
ど
の
貸
出
し
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機

材
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
映
像
コ
ン
ク
ー
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
常
総
広
域
圏
内
に
在

　

住
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
な　

　

ら
、
個
人
で
も
団
体
で
も
応
募
で

　

き
ま
す
。

▼
募
集
作
品　

・
作
品
の
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。（
た

　

だ
し
、
反
社
会
的
な
テ
ー
マ
・
内

　

容
は
除
き
ま
す
。）

・
未
発
表
作
品
と
し
ま
す
。（
過
去
の

　

発
表
作
品
を
出
品
し
た
場
合
は
、

　

除
外
し
ま
す
。）　　
　
　
　
　

・
上
映
時
間
は
１
０
分
以
内
と
し
ま

　

す
。

・
作
品
の
応
募
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
と
し
ま
す
。

・
応
募
は
、
１
人
ま
た
は
１
団
体
で

　

３
点
以
内
で
す
。
た
だ
し
、
作
品

　

は
１
作
品
毎
に
１
本
の
メ
デ
ィ
ア

　

に
収
録
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
＝
応
募
票
（
谷
和
原
庁

　

舎
生
涯
学
習
課
備
え
付
け
）
を
記

　

入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
申
込
締
切
＝
10
月
31
日
㈬
必
着

▼
応
募
先
・
郵
送
先

　

常
総
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
映
像
コ
ン　

　

ク
ー
ル
事
務
所

〒
３
０
３
‐
９
７
１
２

　

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２

　

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

事
務
局

☎
48
︲
２
３
３
９

問申
問

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
を

募
集
し
ま
す

▼
受
付
期
間
＝
7
月
17
日
㈫
～
25
日

　

㈬
▼
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
4
月
2
日

　

か
ら
平
成
２
年
4
月
1
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

▼
試
験

・
第
1
次
＝
9
月
16
日
㈰

　

教
養
・
適
性
試
験
（
択
一
式
）、　

　

作
文
試
験

・
第
2
次
＝
10
月
中
旬
～
下
旬

　

口
述
試
験
（
個
別
面
接
）

　
　
　

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
人
事
第
一
係

☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.courts.go.jp/

◎自衛官募集要項
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

市税の納付は便利で確実な「口座振替」がおすすめです　～詳しくは税務課または指定金融機関へ～

募

集

し

ま

す

問

違法駐車はやめましょう。いざという時、緊急車両の通行の妨げになります。駐車は決められた場所へ。

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
を

募
集
し
ま
す

▼
職
種
＝
税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

出
ま
れ
た
方

▼
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校
卒
業
程

　

度
▼
申
込
書
請
求
先
＝
最
寄
り
の
税
務

　

署
（
総
務
課
）、
関
東
信
越
国
税

　

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関

　

東
事
務
局

▼
受
付
期
間
＝
６
月
26
日
㈫
～
７
月

　

３
日
㈫
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除

　

く
。）

　

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
0
４
８
︲
７
４
０
︲
２
０
０
６
～
８

〒
３
３
０
︲
９
７
１
２

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

　

心
１
︲
１ 　

さ
い
た
ま
新
都
心

　

合
同
庁
舎
１
号
館

▼
試
験
日

・
第
１
次
試
験
＝
９
月
９
日
㈰　

・
第
２
次
試
験
＝
10
月
18
日
㈭
～
10

　

月
25
日
㈭
ま
で
の
間
の
指
定
す
る

　

１
日

▼
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験
＝
人
事
院
地
方
事
務

　

局
が
示
し
た
試
験
地

・
第
２
次
試
験
＝
第
１
次
試
験
合
格

　

通
知
書
で
指
定
す
る
試
験
地

▼
試
験
種
目

問

申

・
第
１
次
試
験
＝
教
養
試
験
、
適
性

　

試
験
及
び
作
文
試
験

・
第
２
次
試
験
＝
人
物
試
験
及
び
身

　

体
検
査

▼
合
格
者
発
表
日

・
第
１
次
試
験
＝
10
月
11
日
㈭

・
第
２
次
試
験
＝
11
月
15
日
㈭

▼
採
用
日
＝
平
成
20
年
４
月
１
日
㈫

　

関
東
信
越
国
税
局　

人
事
第
二
課

試
験
係

☎
0
４
８
︲
６
０
０
︲
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
、２
０
９
７
）

　

消
費
者
行
政
「
く
ら
し
の
会
」
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
い
ば
ら
き
若
者
塾
」

参
加
者
募
集

　

茨
城
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
青
年
の
船
・
青
年
の
翼
事
業

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
郷
土
茨
城
づ
く

り
に
貢
献
す
る
地
域
青
年
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
と
し
て
「
い
ば
ら
き
若
者

塾
」
を
実
施
し
、
そ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
６
月
30
日
㈯
ま
で

▼
募
集
人
員
＝
一
般
公
募
20
人
程
度

▼
参
加
費
＝
10
万
円

▼
応
募
資
格
＝
県
内
に
在
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
す
る
20
歳
以
上
40
歳

　

未
満
の
方

▼
研
修
期
間
＝
８
月
～
20
年
３
月

▼
研
修
内
容
＝
国
内
研
修
（
８
日　

　

間
）、
海
外
研
修
（
６
日
間
）

▼
応
募
方
法
＝
申
込
書
な
ど
関
係
書

　

類
を
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

　

る
市
町
村
担
当
課
（
谷
和
原
庁
舎

　

生
涯
学
習
課
）
へ

霞
ヶ
浦
自
然
観
察
会
の

お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
７
月
21
日
㈯　

午
前
９
時

　

50
分
～
午
後
２
時

▼
場
所
＝
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン　

　

タ
ー
へ
集
合
し
た
後
、
観
察
し
な 

英
語
ク
ラ
ブ
の
会
員
を

募
集
し
ま
す

▼
内
容
＝
英
語
で
読
む
、
日
本
昔
ば

　

な
し
他

▼
募
集
人
員
＝
15
人

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

▼
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

午
後
7
時

　

～
8
時　

平
成
20
年
３
月
ま
で

　
　
　

石い
し

塚つ
か　

☎
52
︲
５
１
７
５

申
問

英
会
話
講
座
の
会
員
を

募
集
し
ま
す

　

英
語
が
全
く
初
め
て
の
初
心
者
か

ら
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
た
い
方

ま
で
、
い
つ
ど
こ
か
ら
始
め
て
も
気

軽
に
楽
し
め
る
講
座
で
す
。

　

現
在
は
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
日

常
会
話
、
英
単
語
の
覚
え
方
か
ら
基

礎
文
法
、、
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
っ
た

英
語
の
歌
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、
再
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方
々
を
対
象
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
18
日
㈬ 　

午
後
１

　

時
30
分
～
３
時
40
分

▼
場
所
＝
土
浦
市
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
２

　

ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

▼
内
容
＝
講
演
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

　

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明

▼
対
象
者
＝
育
児
、
介
護
な
ど
で
退

　

職
し
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

▼
定
員
＝
50
名　

※
一
時
保
育
（
定

　

員
10
名　

無
料
）
を
実
施
し
ま
す

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
７
月
13
日
㈮　

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
　
　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事

務
所

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
２
４
１
３

問
申

な
い
楽
し
い
授
業
を
和
気
あ
い
あ
い

と
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

▼
日
時
＝
月
２
回
火
曜
日　

午
前
10

　

時
30
分
～
正
午

　
　
　

福ふ
く

島し
ま　

☎
０
８
０
︲
５
３
７
９
︲
１
５
３
７

申
問

　

県
女
性
青
少
年
課
青
少
年
Ｇ

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
１
８
３

市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

の
参
加
者
募
集

▼
大
会
日
＝
８
月
20
日
㈪　

▼
会
場
＝
茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▼
参
加
費
＝
１
万
５
千
円

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の

ご
利
用
く
だ
さ
い

障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業

市
単
機
械
・
施
設
整
備

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

農
業
の
生
産
性
向
上
お
よ
び
農
業

経
営
の
安
定
と
効
率
化
を
図
る
た

め
、
生
産
組
織
な
ど
が
行
う
農
機
具

お
よ
び
施
設
整
備
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
補
助
対
象
と
思
わ
れ
る
農
業
生

産
組
織
の
方
は
、
農
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

が
ら
湖
岸
へ
移
動
。
少
雨
の
場
合

　

は
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
、
ま
た
は
屋

　

内
で
の
講
義
と
な
り
、
荒
天
の
場

　

合
は
中
止
。

▼
講
師
＝
久ひ
さ

松ま
つ

正ま
さ

樹き

さ
ん
（
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物

　

館
首
席
学
芸
主
事
）

▼
募
集
定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

▼
応
募
方
法
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

　

の
際
、
住
所
（
〒
含
む
）・
氏
名
・

　

学
年
（
年
齢
）・
電
話
番
号
、
送

　

迎
バ
ス
の
利
用
の
有
無
を
お
知
ら

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
７
月
18
日
㈬  

午
後

　

５
時
ま
で

▼
送
迎
バ
ス
＝
土
浦
駅
か
ら
セ
ン　

　

タ
ー
へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
が
ご
利

　

用
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
筆
記
用
具
・
昼
食
・
飲

　

み
物
・
捕
虫
網
・
虫
か
ご
な
ど
は

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
問
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
８
２
８
︲
０
９
６
２

FAX
　

０
２
９
︲
８
２
８
︲
０
９
６
７

　

ア
マ
チ
ュ
ア　

※
高
校
生
は
不
可

▼
募
集
人
員
＝
１
８
０
名

▼
申
込
方
法
＝
８
月
５
日
㈰
午
前
８

　

時
よ
り
、
商
工
会
伊
奈
事
務
所
で

　

整
理
券
を
配
布
。
１
人
で
４
名
ま

　

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
募
集
人

　

員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
金
＝
５
千
円

　

大
会
当
日
に
残
金
徴
収
。
大
会
不

　

参
加
で
も
申
込
金
は
返
金
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
主
催
＝
大
会
実
行
委
員
会

▼
事
務
局
＝
商
工
会
伊
奈
事
務
所

　

商
工
会
伊
奈
事
務
所

☎
58
︲
１
７
０
０

問

申
問

▼
補
助
対
象
組
織
＝
農
家
3
名
以
上

　

で
組
織
さ
れ
る
農
業
生
産
組
織
で
、 

　

生
産
調
整
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
。

▼
補
助
率

・
農
業
機
械
等
購
入
事
業
＝
経
費
の

　

30
％
以
内

・
農
業
生
産
施
設
整
備
事
業
＝
経
費

　

の
50
％
以
内

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
１
５
２
）

問

第
16
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え
な

く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
１
日
㈰　

午
後
1
時

　

～
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
︲
７
１
６
８

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

に
続
き
ま
す
。

問
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
の
宅
地
分
譲
に
つ

い
て

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
地
域

な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
暮
ら
し
方

「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
」
が
今
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、そ
ん
な「
つ

く
ば
ス
タ
イ
ル
」
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
る
み
ら
い
平
駅
周
辺
に
お

い
て
宅
地
（
保
留
地
）
を
分
譲
し
て

い
ま
す
。
購
入
申
込
を
「
先
着
順
」

で
受
け
付
け
中
で
す
。

　
　
　

県
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
土

地
販
売
推
進
課

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
︲
２
９
８
︲
３
７
９

ま
た
は
０
２
９　

︲
８
３
９
︲
９
７
５
０

申

　

市
で
は
、
聴
覚
、
音
声
機
能
、
言

語
機
能
な
ど
の
障
害
の
た
め
、
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
障

害
者
に
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記

者
の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
の
内
容
＝
病
院
や
官
公
庁
、

　

学
校
等
公
的
機
関
と
の
連
絡
調
整

　

や
社
会
参
加
を
促
進
す
る
学
習
活

　

動
な
ど
（
営
利
活
動
、政
治
活
動
、

　

宗
教
活
動
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

　

に
お
い
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
た

　

め
に
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
を
行

　

い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
す　

　

る
、
聴
覚
、
音
声
機
能
、
言
語
機

　

能
等
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

　

方
。

▼
利
用
申
請
＝
利
用
す
る
日
の
7
日

　

前
ま
で
に
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
負
担
＝
無
料

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
３
、１
１
５
４
）
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

申
問

１万株ものやまゆりの花が開きます。『やまゆりまつり』７月７日㈯～ 22日㈰　茨城県フラワーパーク

問

☆収納対策室からのお知らせ☆
市税の納付は便利で確実な
『口座振替』をお勧めします。
口座振替にすると、出掛ける手間が省け、

納付忘れを心配する必要がありません。

お
知
ら
せ
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業

　

市
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
茨
城
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
無

料
で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
当
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
が
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
実

施
い
た
し
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
是

非
耐
震
診
断
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
＝
６
月
25
日
㈪
～
７
月

　

31
日
㈫

▼
対
象
住
宅
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日

　

以
前
に
建
築
さ
れ
た
、
在
来
工
法

　

に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅

※
昭
和
56
年
に
建
築
基
準
法
が
改
正

　

さ
れ
、
現
在
の
基
準
で
建
て
ら
れ

　

た
建
物
よ
り
耐
震
性
が
劣
る
た
め

▼
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
方
＝
市
内
対

　

象
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
の
滞
納

　

が
な
い
方

▼
診
断
戸
数
＝
20
戸

※
診
断
戸
数
を
超
え
た
申
込
み
が　

　

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

　

定
し
ま
す
。

▼
個
人
負
担
＝
無
料

▼
診
断
概
要

・
茨
城
県
知
事
が
認
定
し
た
「
茨
城

　

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」
を
派

　

遣
し
ま
す
。

・
所
有
者
立
会
い
の
も
と
、
外
観
目

　

視
に
よ
り
診
断
（
３
時
間
程
度
）

　

を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
診
断
は
、
あ
く
ま
で
耐
震
補

　

強
の
必
要
性
の
有
無
を
判
定
す
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
谷
和
原
庁
舎
都
市
計

　

画
課
に
申
込
書
を
提
出
。
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
・
申
込
書
は
、
都
市
計
画

　

課
に
用
意
。

☆
悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
訪
問
し
た

　

り
、
電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
、

　

耐
震
診
断
を
勧
め
る
こ
と
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
不
明
な
場
合
は
、
お
問

　

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
３
）

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

７
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
７
月
10
日
㈫
～
13
日
㈮

申
問
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

福
岡
堰
さ
く
ら
公
園

親
水
施
設
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
に
は
、
霧
の

噴
水
・
水
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
の

親
水
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
涼
を

求
め
て
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
７
月
１
日
㈰
～
９
月
24
日

　

㈪　
▼
時
間
＝
毎
日
午
前
９
時
～
午
後
５

　

時
【
注
意
事
項
】

・
公
園
内
は
禁
煙
で
す
。

・
公
園
内
で
の
花
火
は
禁
止
で
す
。

・
親
水
施
設
で
の
ペ
ッ
ト
の
水
浴
び

防
災
行
政
無
線
の
統
合

整
備
工
事
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
な
ど
緊

急
時
に
は
消
防
団
の
出
動
要
請
、
市

優
良
運
転
者
を
表
彰

し
ま
す

　

常
総
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

平
成
19
年
度
の
優
良
運
転
者
を
表
彰

し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
人
数
＝
市
内
50
人
程
度

▼
提
出
書
類
＝
無
事
故
無
違
反
証
明

　

書
（
有
料
７
５
０
円
）、
表
彰
申

　

請
書
、
運
転
免
許
証
の
写
し
（
両

民
の
皆
様
に
対
し
て
の
避
難
場
所
へ

の
誘
導
、
危
険
区
域
へ
の
警
報
、
住

民
の
安
否
情
報
な
ど
を
放
送
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
常
時
は
行
政
情
報
の
広

報
用
と
し
て
、
各
種
行
事
の
案
内
な

ど
を
放
送
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
旧
町
村
単
位

で
運
用
し
て
い
た
防
災
行
政
無
線
の

統
合
整
備
工
事
を
平
成
18
、
19
年
度

の
２
ヶ
年
事
業
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
伊
奈
地
区
に
設
置
し
て
あ

る
屋
外
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
の
整

備
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
緊
急
放
送

（
火
災
・
行
方
不
明
捜
索
等
）
を
除

き
、
一
般
放
送
・
時
報
放
送
を
７
月

下
旬
ま
で
停
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

伊
奈
庁
舎
総
務
課
防
災
係

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
５
）

問

　

面
）

▼
提
出
先
＝
交
通
安
全
協
会
地
区
役

　

員
ま
た
は
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

▼
提
出
期
限　

７
月
20
日
㈮
ま
で

▼
選
考
基
準　

①
常
総
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

　

で
あ
る
こ
と

　
（
た
だ
し
入
会
し
て
５
年
以
上
）　

②
10
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で
あ
る

　

こ
と

※
申
請
用
紙
は
、
常
総
警
察
署
ま
た

　

は
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課
に
あ
り

　

ま
す
。

※
表
彰
人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
定
員
に
達
し
た
場
合
に
は

　

来
年
以
降
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け
で
は

な
く
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
大

雨
の
時
の
注
意
・
早
め
の
避
難
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
こ
ん
な
と
き
は
注
意
・
避
難
を
し

　

ま
し
ょ
う

◇
土
石
流
（
ど
せ
き
り
ゅ
う
）

・「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全
体

　

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
す

　

る
時　

・
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
木

　

が
流
れ
て
き
た
時

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

　

の
水
が
減
っ
て
い
る
時

◇
地
す
べ
り
（
じ
す
べ
り
）

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
時

・
表
面
の
一
部
面
が
へ
こ
ん
だ
り
、

　

盛
り
上
が
っ
た
時

・
池
や
沼
の
水
の
量
が
、
急
に
変
わ

　

っ
た
時

・
井
戸
の
水
が
濁
っ
た
時

◇
が
け
崩
（
が
け
く
ず
れ
）

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落

労
働
力
調
査
の

お
知
ら
せ

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
の
状
況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。

就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
経
済
対
策
や
雇
用
失
業
対
策
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
内
に
お
い
て
「
労
働

力
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が

調
査
対
象
地
区
内
の
各
世
帯
に
名
簿

づ
く
り
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
を
も
と
に
調
査
世
帯
を
選

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら

す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
４
９

問問

「
家
計
調
査
」
に

ご
協
力
を
！

―

家
計
簿
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
基
礎

づ
く
り―

　
「
家
計
調
査
」
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
統
計
調
査
で
す
。
家
計
の
収

支
を
家
計
簿
に
記
入
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
の
実
態
を

家
計
の
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
年
金
・
医
療
制
度

の
改
定
や
賃
金
の
算
定
、
景
気
の
動

向
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
関
連
す
る

施
策
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と

し
て
国
や
地
方
公
共
団
体
等
で
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
調
査
票

（
家
計
簿
）
の
内
容
が
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
た
り
、
外
部
に
漏

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
調
査
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ

た
地
区
内
の
各
世
帯
へ
、
知
事
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
世
帯
の
名
簿

の
作
成
や
調
査
票
の
記
入
の
依
頼
の

た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
６
１

問

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

を
ご
使
用
の
皆
様
へ

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、
換
気

扇
を
回
さ
ず
使
用
し
て
い
た
た
め
、

死
亡
に
至
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用

す
る
と
き
は
、
必
ず
換
気
扇
を
回
し

ま
し
ょ
う
。

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
製

品
安
全
課

☎
03
︲
３
５
０
１
︲
４
７
０
７

問飲
食
店
営
業
者
の
み
な

さ
ま
へ

保
菌
検
査
（
検
便
）
を

受
け
て
く
だ
さ
い
！

　

県
で
は
茨
城
県
食
品
衛
生
法
施
行

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
食
中

毒
多
発
期
に
、
各
飲
食
店
の
従
事
者

に
、
必
ず
検
便
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
の

方
は
、
検
査
機
関
な
ど
で
積
極
的
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

つ
く
ば
保
健
所
健
康
指
導
課
、
衛

生
課

☎
０
２
９
︲
８
５
１
︲
９
２
８
７

問※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

に
続
き
ま
す
。

問

　

は
禁
止
で
す
。

・
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※
皆
様
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ　

　

う
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
４
）

　

ち
て
き
た
時

・
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た
時

・
が
け
に
水
が
湧
き
出
て
き
た
時

　

  

県
土
木
部
河
川
課
ダ
ム
砂
防
室

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
４
４
９
５
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･･･ 問い合わせ先
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どうぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。

架空請求にご注意ください。覚えのない請求はがきや手続きを受け取ったら消費生活センターにご相談を。違法駐車はやめましょう。いざという時、緊急車両の通行の妨げになります。駐車は決められた場所へ。

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
の
お
知

ら
せ

▼
試
験
期
日
＝
10
月
28
日
㈰

▼
受
講
資
格
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉

　

の
分
野
で
通
算
５
年
（
10
年
）
以

　

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の
。

　

※
詳
し
く
は
、
試
験
実
施
案
内
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
案
内
配
布
開
始
期
日
＝
７
月

　

３
日
㈫

▼
配
布
場
所

・
伊
奈
庁
舎
介
護
保
険
課
窓
口

・
茨
城
県
の
各
保
健
所

・
各
地
方
総
合
事
務
所
福
祉
課

・
茨
城
県
長
寿
福
祉
課
介
護
保
健
室

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
調
査
研

　

修
部

▼
受
験
願
書
受
付
期
間
＝
７
月
９
日

　

㈪
～
７
月
31
日
㈫
ま
で
に
簡
易
書

問

問 平
成
19
年
度
製
菓
衛
生

師
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
試
験
日
時
＝
8
月
29
日
㈬　

午
前

　

10
時
～
正
午

▼
願
書
配
布
場
所
＝
県
内
各
保
健
所

▼
願
書
受
付
＝
７
月
19
日
㈭
、
20
日

　

㈮
の
2
日
間
県
内
各
保
健
所
で
受

　

け
付
け

　
  

県
生
活
衛
生
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３
４
２
４

い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
ご

存
知
で
す
か

　

茨
城
県
と
㈳
茨
城
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
が
共
同
で
設
立
し
、市
町
村
・

関
係
団
体
・
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
と
連
携
し
、
結
婚
相
談
事
業
や

結
婚
支
援
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
全
県
的
な
結
婚
サ
ポ
ー
ト
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

出
会
い
の
場
の
少
な
い
方
や
パ
ー

ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
な
い
方
に
対
し
、

結
婚
相
談
等
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー　

県
南
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
８
３
０
︲
７
５
０
２

問 申
　

留
で
次
の
申
込
先
ま
で
郵
送
（
当

　

日
消
印
有
効
）

　
　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会
調
査
研

修
部

☎
０
２
９
︲
２
４
３
︲
８
５
３
９

〒
３
０
１
︲
８
５
６
８

　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
３

県
政
出
前
講
座
の

ご
案
内

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
県
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ご
要

望
に
応
じ
、
職
員
が
各
種
の
集
会
な

ど
に
出
向
き
、
県
の
施
策
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
し
ま
す
。

　

  

県
政
策
審
議
室
調
整
担
当

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
０
３
０

問消
火
器
の
点
検
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
常
総
広
域
消
防
本
部
管
内

に
お
い
て
巧
妙
な
手
口
に
よ
り
消
火

器
の
点
検
契
約
を
行
い
、
多
額
の
点

検
料
を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
火
器
な
ど

を
購
入
・
点
検
す
る
際
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
署
員
が
訪
問
し
、
消

火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売

点
検
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
署
員
を
装
っ
た
悪
質
な
訪

問
販
売
な
ど
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
23
︲
０
９
０
４

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

☎
58
︲
０
１
１
１

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
谷
和
原
出
張

所☎
25
︲
３
１
１
９

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
東
部
出
張
所

☎
52
︲
１
１
９
０

問

「
ど
ん
ぐ
り
相
談
室
」

開
設

　
「
こ
ん
に
ち
は
！
ど
ん
ぐ
り
村
で

す
！
」

　

こ
の
度
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
ど
ん
ぐ
り
村
も

開
所
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
自

然
な
環
境
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
馴
染
み
を
尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
活
か
し
た
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

齢
者
社
会
は
進
み
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

も
進
む
中
、
認
知
症
の
方
は
日
々
増

加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
」

で
１
日
で
も
長
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、

認
知
症
ケ
ア
を
学
ん
だ
ス
タ
ッ
フ
が

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
経
験
を
も
と
に
、

関
わ
り
方
や
日
々
の
暮
ら
し
方
な
ど

認
知
症
で
お
悩
み
の
方
に
気
軽
に
ご

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ど
ん
ぐ
り

相
談
室
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

認
知
症
予
防
か
ら
中
重
度
の
症
状

の
あ
る
方
の
接
し
方
や
話
し
方
な

ど
、
具
体
的
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
＝
月
曜
日
～
土
曜
日　

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
日
祭
日
は
休
み

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ど
ん
ぐ
り
村　

☎
47
︲
２
０
１
２

　

市
内
狸
穴
１
０
７
２
︲
46

問「
家
内
労
働
法
」を
知
っ

て
い
ま
す
か

　

家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
安
定
を
図
る
た
め
、
委
託
者

は
、
家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
に
家

内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
工
賃
は
全
額
を
１
か
月
以

内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に

は
、
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

  

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６
２
１
６

問

問 小
絹
コ
ミ
セ
ン
図
書
館

分
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー

　

ご
家
族
、お
友
達
を
お
誘
い
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
は

駐
車
場
が
手
狭
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
徒
歩
や
自
転
車
で
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
７
月
１
日
㈰　

午
後
１
時

　

～
４
時

▼
場
所
＝
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
お
は
な
し
会
「
た
ん
ぽ
ぽ

　

け
っ
と
」、
オ
カ
リ
ナ
「
つ
く
ば

　

音
」、童
謡
メ
ド
レ
ー
「
音
の
泉
」、

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
手
話
う

　

た
、
小
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
演

　

奏
ほ
か

▼
主
催
＝
セ
レ
モ
ニ
ー
推
進
委
員
会

　
「
音
の
泉
」「
た
ん
ぽ
ぽ
け
っ
と
」

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会　

　

 

高た
か

橋は
し　

☎
52
︲
７
５
２
４

　

 

香か

川が
わ　

☎
52
︲
６
６
３
２

第
３
回
川か

わ

口ぐ
ち

京き
ょ
う

子こ

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
＝
７
月
21
日
㈯　

午
後
２
時

　

開
演

▼
場
所
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
ホ
ー
ル

▼
主
催
＝
川か
わ

口ぐ
ち

京
き
ょ
う

子こ

童
謡
コ
ン　

　

サ
ー
ト
実
行
委
員
会

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会　

　

 

深ふ
か

浦う
ら

二ふ

三み

枝え

☎
58
︲
３
６
４
３

東
京
佼こ

う

成せ
い

ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
七
夕

公
演

▼
日
時
＝
７
月
７
日
㈯　

午
後
２
時

　

開
演

▼
場
所
＝
取
手
市
民
会
館　

大
ホ
ー

　

ル
▼
内
容
＝
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

　

曲
モ
リ
コ
ー
ネ
パ
ラ
ダ
イ
ス
他

▼
入
場
料
＝
一
般
３
千
円
、
学
生　

　

２
千
円　

団
体
割
引
15
名
以
上
１

　

割
引
き

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
事
務
局

☎
０
２
９
７
︲
72
︲
４
８
７
４

問

個
人
事
業
税
の
納
税
は

８
月
31
日
ま
で
に

　

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に

納
税
し
て
い
た
だ
く
個
人
事
業
税

（
第
１
期
分
）
の
納
期
限
は
8
月
31

日
で
す
。
県
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄

り
の
金
融
機
関
（
銀
行
、
郵
便
局
、

信
用
金
庫
な
ど
）
で
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

土
浦
県
税
事
務
所
収
税
第
一
課

☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲
７
２
０
５

問

見
え
な
い
こ
と
・
見
え

に
く
い
こ
と
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　

盲
学
校
で
は
、
見
え
な
い
こ
と
・

見
え
に
く
い
こ
と
で
日
常
生
活
や
学

習
面
で
自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
な
い
で
い
る
乳
幼
児
や
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者
な
ら
び
に
成
人
の
方

の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
相
談
・
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

や
医
療
・
福
祉
・
労
働
関
係
機
関
か

ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

○
相
談
・
支
援
の
内
容

①
視
覚
に
障
害
の
あ
る
乳
幼
児
に
関

　

す
る
相
談
・
支
援

②
小
中
学
校
や
高
等
学
校
に
在
籍
す

　

る
視
覚
障
児
童
生
徒
に
関
す
る
相

　

談
・
支
援

③
成
人
（
中
途
視
覚
障
害
者
）
に
関

　

す
る
相
談
・
支
援

○
相
談
を
希
望
す
る
と
き
は
？

　

ま
ず
は
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な

　

ど
で
教
育
相
談
担
当
者
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、「
教

　

育
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
伝

　

え
て
く
だ
さ
い
。

　
  

茨
城
県
立
盲
学
校　

学
習
支
援
・

相
談
部

☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲
３
３
８
８

E-m
ail 　

shien@
ibaraki-sd.

ed.jp

問

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
を

ご
存
知
で
す
か

　

地
域
に
お
け
る
世
話
役
と
し
て
、

若
者
の
出
会
い
の
相
談
や
仲
介
な
ど

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
た
だ
け
る
方
が
「
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。

　

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
内

の
方
も
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
茨
城
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

方
が
「
地
域
に
お
け
る
若
者
の
出
会

い
の
相
談
」「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
若
者
対
象
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
や
出
会
い
の
場
づ
く
り
の
協

力
」「
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
］
な
ど
の
活
動
を

問 行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー

☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
８
８
８
８

　

県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
少

　

子
化
対
策
室

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３
２
６
１

問
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保健だより
◆問い合わせ先
　（総合健診、子宮がん検診、
　乳がん検診を除く）
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

７月保健カレンダー
１ 日
２ 月
３ 火
４ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

５ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

６ 金

離乳食教室(予約制）　   ①午前10時～ 10時50分
　　　　　　　　　　　②午前11時～ 11時50分
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

７ 土 健康増進室利用講習会　午後６時30分～

８ 日 総合健診（予約制）　午前６時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター

９ 月

10 火

ひよこ広場 　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原公民館
　対象：生後１～ 12か月の乳児と保育者
育児相談（予約制）午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午前９時30分～

11 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～
12 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

13 金
移動健康相談 　午前９時30分～ 11時30分
　場所：西ノ台倶楽部
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

14 土
15 日 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
16 月
17 火

18 水 健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

19 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
20 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
21 土

22 日 総合健診（予約制）　午前６時30分～
　場所：伊奈保健センター

23 月

24 火

健康相談　午前９時～ 10時30分
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

25 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

26 木

３～４ヶ月児健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成19年３・４月出生児
健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

27 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～　
28 土 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
29 日

30 月 婦人科検診（予約制）　正午～
　場所：伊奈保健センター

31 火
３～４ヶ月児健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成19年３・４月出生児

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分（６月25日㈪～）
※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも17人（予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（増進室利用料として）

　☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。

■総合健診のお知らせ
健診日 会　場 申　込　期　間 定　　員 健診当日受付時間

７月22日㈰ 伊奈保健センター  ７月２日㈪ ～ ４日㈬
各日200人（うち、腹部超音波検診：
各日110人）
胃がん検診のみ受診定員：各日20人

①午前６時30分～ ７時
②午前７時30分～ ８時
③午前８時30分～ ９時
④午前９時30分～10時

８月20日㈪ 谷和原保健福祉センター  ８月１日㈬～ ３日㈮

８月26日㈰ 伊奈保健センター ８月６日㈪～ ８日㈬

※健診内容・負担額については、つくばみらい市健康管理予定表をご覧ください。

■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
●集団検診

検診日 会　場 申　込　期　間 検　診　内　容

７月30日㈪ 伊奈保健センター ７月９日㈪ ～ 13日㈮
子宮がん検診：頸

けい

部細胞診
乳がん検診：超音波・マンモグラフィ
※年齢によって検診内容が変わります。

※健診内容・負担額については、つくばみらい市健康管理予定表をご覧ください。
※乳房の痛み・しこりなどの自覚症状のある方は、直接医療機関で受診してください。

●医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。
　　※平成19年度から、筑波学園病院での子宮がん医療機関検診は、病院側の都合により実施できなくなりました。

★発行期間　平成20年２月29日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
★有効期間　発行日から平成20年２月29日㈮まで
★申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　※検診内容・登録医療機関・負担金については、健康増進課へお問い合わせください。

◆総合健診、子宮がん・乳がん検診（集団検診）申込方法◆
　申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 25 - 2983（※「25」局です。おかけまちがいにご注意ください。）

　　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
　申込受付時間：午前９時～午後５時

※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。
※申し込み受け付けの際、「検診項目」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。
※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。

▶
日
々
、多
く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ

　

て
い
ま
す
。（
健
康
増
進
室
）
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保健だより
つくばみらい市の予防接種について

　三種混合予防接種は、予防接種法に基づき定期予防接種として接種時期・接種間隔が定められています。

第１期初回の間隔が8週を超えた場合は、定期予防接種としては受けられません。

（ただし第１期追加については、接種間隔が１年６か月を超えても定期予防接種となります。）

　以上のことから、接種間隔を必ず守り、予防接種の計画をしてください。

【接種年齢】

　生後３か月～７歳６か月未満（７歳６か月になる前２日まで） 

【接種回数と接種間隔】

三種混合予防接種の接種間隔を守りましょう！

接　種　回　数 接　　種　　間　　隔
第１期初回 ３回 ３～８週間隔で接種
第１期追加 １回 第１期初回接種終了後、１年～１年６か月の間に接種

三種混合予防接種第１期初回の接種間隔を
　　　　　　　過ぎた方へ
　平成19年９月１日からは、第１期初回の間隔が８週を超えた場合は、法定外予防接種となります。

法定外予防接種を希望する場合、接種前に必ず健康増進課へ申請してください。

申請に基づき法定外予防接種券及び予診票を発行します。自己負担はありません。

　＊第１期追加については、接種間隔が１年６か月を超えても定期予防接種となります。

　＊法定外予防接種の申請は、平成19年８月27日からお受けします。（土、日、祝日を除く）

予防接種の種類
定期予防接種とは

　『予防接種法』に定められているワクチンを、定められた年齢、定められた接種間隔で実施する予防

接種です。

つくばみらい市法定外予防接種とは

　『予防接種法』に基づかない予防接種のうち、つくばみらい市独自で実施する予防接種です。

法定外予防接種は、定期予防接種と異なり、予防接種後に健康被害が起きた場合に、国の健康被害救

済制度は受けられません。つくばみらい市が加入している損害保険で対応となります。

～
健
康
な
か
ら
だ
は
、

食
事
か
ら
～

○
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

「
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

『
糖
尿
病
予
防
の
食
事
』
で
す
。
カ

ロ
リ
ー
控
え
め
で
も
満
腹
感
の
あ
る

お
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
20
日
㈮　

午
前
10
時

　

～
午
後
１
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

▼
メ
ニ
ュ
ー

　

・
ひ
じ
き
入
り
ご
は
ん

　

・
小
松
菜
と
油
揚
げ
の
味
噌
汁

　

・
豆
腐
入
り
変
わ
り
ハ
ン
バ
ー
グ

　

・
わ
か
め
と
き
ゅ
う
り
の
酢
の
物

　

・
フ
ル
ー
ツ
入
り
牛
乳
羹か
ん

▼
費
用
＝
１
人
２
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

　

場
合
は
、
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
６
日
㈮

～
コ
ア
ラ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
～

　

料
理
に
興
味
が
で
て
く
る
幼
児
期

は
食
育
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は「
自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
」

で
す
。
初
め
て
の
料
理
に
親
子
で
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
同
様
の
内
容
で
８
月
に
谷

和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
３
歳
以
上
の
未
就
学
児

　

と
そ
の
保
育
者

▼
日
時
＝
７
月
27
日
㈮　

午
前
10
時

　

～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

　

・
の
り
巻
き
パ
ン

　

・
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

　

・
野
菜
チ
ッ
プ

　

・
ラ
ッ
シ
ー

▼
費
用
＝
１
人
２
０
０
円

▼
定
員
＝
10
組
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
11
日
㈬

～
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
～

　

子
ど
も
と
料
理
を
作
る
こ
と
は
、

家
庭
で
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
親
子
で
料
理

し
、食
育
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
野
菜
を
食
べ
よ

う
」
で
す
。

　

な
お
、
同
様
の
内
容
で
８
月
に
谷

和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
小
学
生
と
そ
の
保
育
者

▼
日
時
＝
７
月
25
日
㈬　

午
前
10
時

　

～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

　

・
ラ
イ
ス
ぎ
ょ
う
ざ

　

・
と
ろ
と
ろ
ス
ー
プ

　

・
き
ゅ
う
り
と
ひ
じ
き
の
サ
ラ
ダ

　

・
ぷ
る
ぷ
る
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

▼
費
用
＝
１
人
２
０
０
円

▼
定
員
＝
10
組
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限　

７
月
11
日
㈬

健
康
増
進
課
か
ら
の

　
　

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

◆申し込み及び
　　　　問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25‐２１００

●『
わ
く
わ
く
赤
ち
ゃ
ん
教
室
』

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習

を
行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ

合
っ
た
り
保
育
者
か
ら
日
々
の
子
育

て
の
話
や
出
産
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞

い
た
り
し
て
楽
し
く
交
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
仲
間
同
士

で
共
感
し
合
え
る
『
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
』
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
男
子
中
学
生
、
女
子
中
学
生
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー

▼
日
時
＝
８
月
７
日
㈫　

午
前
10
時

　

～
午
後
３
時
30
分

▼
内
容

　

①
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

　

②
保
育
者
か
ら
の
子
育
て
体
験
話

　

③
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
中
学
生
男

　

女
▼
定
員
＝
40
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
13
日
㈮ 

▼
費
用
＝
無
料

●
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆問い合わせ先
　（総合健診、子宮がん検診、
　乳がん検診を除く）
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

７月１日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
８日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
15日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
16日㈪ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
22日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
29日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（７月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 日 － －

２ 月 足高、戸茂、戸崎
東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、

高野台

３ 火 根柄、久保、鎌田
福原、上島、中島、下島、小張、高波、

愛高、高野台

４ 水 根柄、久保、鎌田
谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、

小島新田

５ 木 野堀、伊奈東
谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、

小島新田
６ 金 野堀、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
７ 土 － －
８ 日 － －

９ 月 野堀、伊奈東
奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、

大山
10 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
11 水 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
12 木 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
13 金 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
14 土 － －
15 日 － －
16 月 － －
17 火 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
18 水 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
19 木 板橋、上街道 青古新田、豊体
20 金 板橋、上街道 －
21 土 － ー
22 日 － －
23 月 板橋 －
24 火 板橋 －
25 水 板橋 －
26 木 南太田 －
27 金 南太田 －
28 土 － －
29 日 － －
30 月 南太田 －
31 火 南太田

図書館休館日
　７月 ２日㈪、 ９日㈪、
 16日㈪、 23日㈪、
　　　30日㈪、31日㈫
おはなし会
　７月28日㈯
　午後２時～
　幼児～小学校低学年

読み聞かせ会（虹の会）
　７月14日㈯
　午後２時～
　小学生まで

除籍本の配布
　７月１日㈰

開館時間
　午前10時～午後６時
図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

つくばみらい市立図書館
    小絹分館開館します。
　小絹コミュニティセンター内図書館を整備して、つくばみらい市立図書館小絹分館が

７月１日㈰午前10時に開館いたします。ながらくご不便をおかけしましたが、どう
ぞご来館・ご利用ください。

　７月１日㈰当日は、図書館で不要になった本を小絹分館でもリサイクル本として出しま

す。ご自由にお持ちください。

　開館しますと、分館でも、図書館にない資料を他の図書館から取寄せたり、現在貸出さ

れている資料、もしくは本館にある資料の予約ができるようになります。また、司書が読

書相談や調べもののお手伝いをいたします。気軽に声をおかけください。

　近くを通ったときなどには、開館して新しくなった小絹分館にぜひお立ち寄りください。

　開館当日、午後１時から関連のセレモニーが行われます。（Ｐ25参照）

・つくばみらい市立図書館の利用カードをお作りします。
　７月１日開館時の混雑を避けるため、まだ利用カードをお持ちでない市内に在住・在勤・

在学の方で、ご希望の方には前もってお作りします。

　利用カードは、本館・分館どちらでも使うことができます。

　申込書（分館カウンターにあります。）に住所・勤務先・在学のいずれかを証明できる

ものを添えてお申込みください。

　申し込まれた日から2日後以降に分館カウンターでお渡しいたします。

　分館開館後は、その場でお作りします。

うまく利用していただくために・その３
☆★図書館を活用して、昔の遊びをしてみませんか？★☆　　

　『いまの子どもは、遊びをしらない』『家にこもってゲームばかり』

　こんな大人の声をよく聞きます。でも子どもが遊べる時間、場所をうばったのは大人で

はないでしょうか…。そんなことは言わないで親子で家族で昔の遊びをやってみません

か！図書館にある「昔の遊び」のコーナーをみてください。

　6月は水と緑の季節です。わたしたちのくらしとどんなつながりがあるのでしょうか。

こちらもコーナーがあります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程
　 ７月３日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           10日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　　17日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           18日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
　　　24日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　日　時　　７月19日㈭
　　　　　　午後１時30分～４時30分
　場　所　　谷和原保健福祉センター会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。
訪問相談の他、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～正午

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　７月24日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。



�2－広報つくばみらい６月号（No.�5）－�� －平成�9年６月2�日発行－

水道漏水修理当番（７月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 日 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 4854

２ 月 中村建設㈱ 58 - 1717 谷口設備工業 52 - 2619
３ 火 ㈱山田組 58 - 2351 常磐興業㈱ 52 - 2203
４ 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常総土木工業㈱ 52 - 5357
５ 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
６ 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈱豊島産業 52 - 3335
７ 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
８ 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
９ 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲片見設備工業 52 - 5804
10 火 秋田興業㈱ 58 - 7241 常陸管工 52 - 5579
11 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
12 木 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
13 金 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
14 土 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
15 日 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 塚本建設工業㈱ 52 - 2741
16 月 中村建設㈱ 58 -1717 ㈱豊島産業 52 - 3335
17 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲福新設備工業 52 - 5011
18 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲川口商事 52 - 3286
19 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
20 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常陸管工 52 - 5579
21 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298
22 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
23 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
24 火 秋田興業㈱ 58 - 7241 常総土木工業㈱ 52 - 5357
25 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
26 木 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
27 金 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
28 土 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲川口商事 52 - 3286
29 日 ㈱赤塚土木興業 58 -6213 ㈲片見設備工業 52 - 5804
30 月 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
31 火 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 2298

「
区
長
会
補
助
金
の
返
還
請

求
等
」
に
係
る
住
民
監
査
の

結
果
に
つ
い
て

　

３
月
９
日
付
で
市
民
か
ら
「
つ
く
ば
み
ら

い
市
区
長
会
補
助
金
の
返
還
請
求
等
」
に
つ

い
て
住
民
監
査
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

（
監
査
結
果
）

　
　

本
件
請
求
に
対
し
本
市
監
査
委
員
は
、

　

平
成
18
年
度
に
交
付
し
た
補
助
金
の
一
部

　

が
不
当
な
支
出
で
あ
る
と
判
断
し
、
市
長

　

に
対
し
て
適
切
な
是
正
を
講
じ
る
よ
う
勧

　

告
し
ま
し
た
。

※
監
査
結
果
の
全
文
は
、
市
掲
示
板
（
伊　

　

奈
庁
舎
内
駐
車
場
・
谷
和
原
庁
舎
内
駐
車

　

場
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

　

す
。

市
長
５
月
の
動
静
（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

５
月
１
日
㈫
＝
庁
議

　
　

８
日
㈫
＝
入
札

　
　

９
日
㈬
＝
取
手
下
水
道
組
合
管
理
者
会
、
常
総
広
域
組
合
管
理
者
会

　
　

10
日
㈭
＝
常
総
警
察
署
来
訪
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会
、
柏
乗
馬
ク
ラ
ブ
来
訪

　
　

11
日
㈮
＝
春
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
県
市
長
会

　
　

12
日
㈯
＝
交
通
安
全
高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会

　
　

13
日
㈰
＝
結
婚
式
（
職
員
関
係
）

　
　

14
日
㈪
＝
防
災
運
営
協
議
会
、
関
東
鉄
道
㈱
来
訪

　
　

16
日
㈬
＝
関
東
農
政
局
来
訪
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
ら
い
平
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト
来
訪

　
　

17
日
㈭
＝
全
国
市
長
会
関
東
支
部
総
会
、
区
長
会
役
員
会

　
　

18
日
㈮
＝
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
、
県
南
水
防
管
理
者
会

　
　

19
日
㈯
＝
母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

　
　

20
日
㈰
＝
市
文
化
協
会
総
会
、
小
張
市
民
農
園
栽
培
講
習
会
、
ふ
れ
あ
い
薪
た
き
ぎ

能の
う

　
　

21
日
㈪
＝
牛
久
沼
流
域
水
質
浄
化
対
策
協
議
会
監
査
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
水
防
訓
練
打
合
せ

　
　

22
日
㈫
＝
小
学
生
田
植
え
体
験
、
伊
奈
町
史
編
纂
委
員
会

　
　

23
日
㈬
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　

24
日
㈭
＝
伊
奈
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
表
彰
式

　
　

25
日
㈮
＝
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
市
町
村
長
・
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　

会
議

　
　

26
日
㈯
＝
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・
評
議
委
員
会
、
大
橋
勘
二
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会

　
　

28
日
㈪
＝
土
浦
土
木
協
会
監
査
、
防
犯
協
会
伊
奈
支
部
総
会
、
下
館
河
川
事
務
所
長
来
訪
、

　
　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

　
　

29
日
㈫
＝
家
庭
教
育
学
級
開
級
式
、
つ
く
ば
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長
来
訪

　
　

30
日
㈬
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
、
よ
つ
わ
大
学
開
講
式
（
伊
奈
）、
市
民
懇

　
　
　
　
　
　

談
会
（
伊
奈
公
民
館
）

　
　

31
日
㈭
＝
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
つ
く
ば
取
締
役
会
、
水
道
運
営
審
議
会
、
市
民
懇
談
会
（
谷
和

　
　
　
　
　
　

原
公
民
館
）、
葬
儀
（
職
員
関
係
）　　

Topics第48回鬼怒・小貝水防連合体水防訓練
　梅雨・台風等の出水期に備えて、水防活動に必要な実地

作業訓練を行います！

▼日　時＝７月１日（日）　午前８時～　※河川増水時中止

▼場　所＝市内杉下地先　小貝川右岸　谷原大橋下流

▼主　催＝鬼怒・小貝水防連合体（４市１町）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
委
員
事
務
局

（
伊
奈
庁
舎
総
務
課
内
）

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
２
１
３
）

つくばみらい市統計

※前月比

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

５月分
　0件
　0件

0件
0件

　５月分
22件
66件

　18件
106件

19年分
6件

　7件
1件

14件
　19年分

111件
344件

　188件
643件

42,309
21,148
21,161
14,135

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人

世帯
（平成19年６月１日現在）

）
）
）
）

（＋ 92
（＋ 45
（＋ 47
（＋ 60

７月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ２ 期
保 育 料　　　７ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　７ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　７ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農 集 排（ 伊 　 奈 ）　　　７ 月 分
農 集 排（ 谷 和 原 ）　　　６・７月分
コミプラ（伊　奈）　　　７ 月 分
住 宅 使 用 料　　　７ 月 分
地 　 代（ 伊 　 奈 ）　　　７ 月 分

☆納期限は７月31日㈫です。

担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ
。

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
こ
ん
な
賞
を
と
っ
た
」

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」

「
こ
ん
な
す
ご
い
人
が
い
る
」

な
ど
、
お
も
し
ろ
い
ネ
タ

や
、
珍
し
い
ネ
タ
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴

課
（
☎
58
︲
２
１
１
１
内
線

１
２
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
次
号
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
掲
載
は
、
紙
面
の
都

合
上
、
原
則
市
内
で
行
わ
れ
る

大
会
、
も
し
く
は
県
大
会
以
上

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　　

今
月
号
か
ら
、
巻
末
の
ペ
ー

ジ
で
、「
学
校
紹
介
」
の
コ
ー

ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
校

側
の
協
力
を
も
と
に
、
市
内
の

小
中
学
校
の
雰
囲
気
や
様
子
を

紹
介
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
に

よ
り
身
近
に
学
校
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。（
Ｓ
）
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市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

つくばみらいの

学校紹介
第１回～小張小学校～

　つくばみらい市立小張小学校は、明治16年（１８８３年）の創立で、

児童数１５０名の小規模校です。学校の周辺は、水田や畑、林が多く、

高台に位置し、静かな環境の中にあります。晴れた日の屋上からは、

筑波山、富士山、日光男体山の日本の名山を見る事ができます。

　小張小の正門わきには、一本の黒松があります。この黒松は、明治

44年（１９１１年）に、小張小が現在の地に移転新築した際の記念

樹です。以来３回の移植を経て、96年間にわたり，小張小の子ども

たちを見守り続けてきました。

　  小張小のある、小張地区には４００年の伝統を誇る、小張松下流

綱火があります。平成２年（１９９０年）より、地元の綱火保存会の

方々のご協力を得て、子ども綱火の体験学習を行っています。学習内

容は、人形操り、お囃子、綱火研究などで、主に高学年の児童を中心

に行っています。学習の成果は、８月23日の「繰り込み」や、運動会、

小張秋祭りに披露しています。  

　平成15年度より、学校下の水田をお借りして、全校児童による、

田植え、稲刈り体験活動を行っています。青少年育成つくばみらい市

民会議小張支部長さんや、水田所有者の方、多くのボランティアの方々

の支援を受けて、本年はもち米を植え付けました。収穫したもち米は、

小張秋祭りにもちつきをしてふるまわれる予定です。この小張秋祭り

は、学校、保護者、地域の方々との連携によって毎年11月の土曜日

に開催され、４００名以上の参加があります。

　小張小の一日は、元気な子どもたちのあいさつから始まります。

　授業開始前には、読書活動や、ドリル学習を行っています。

　市の教育研究会の指定で、国語の授業研究を続けていますが、子ども

たちは、読書や詩の朗読に熱心に取り組んでいます。また、基礎・基本

となる学習にも取り組み、毎週木曜日の「小張タイム」には全学年児童

が国語や算数の基礎学習に励んでいます。

　つくばエクスプレスみらい平駅の開業や、みらい平地区への入居開始

に伴い、小張小の児童数は昨年比で29人増加しています。９年ぶりに

１学年２クラスの学年ができました。現在の校舎は昭和50年代の児童

数増加対策のために建設されましたが、２度目の児童数の増加の波が訪

れそうです。

　小張小では、保護者や地域の方と連携して、子どもたちが夢に向かっ

て、楽しく、安全に学習できる環境を維持発展させてまいります。

　皆様よろしくお願いいたします。

▲小張小のシンボル「黒松」

▼学校周辺の絵地図作り（社会科の授業）

▲運動会での「繰り込み」の演技


